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こども計画推進に係る意見・提案の整理 

 

 こども計画を推進するにあたり、他自治体などで参考になる取組みや先進事例な

どをご意見・ご提案していただき、大磯町のこども・子育て支援の充実を図ること

を目的とするものです。 

 

意見・提案件数：12 件 

 

 

基本目標１（こどもの権利を守り、健やかな成長を支える仕組みづくり） 

 

意見・提案なし 

 

基本目標２（安心してこどもを産み・育てられる環境づくり） 

 

No.１ 

意 

見 

・  
提 

案 

【取組み名】  

 こどもの症状・受診の目安ナビ 

【事業概要】  

こどもの急な体調不良や怪我で病院の受診を迷う時、WEB で状態を入力出来たり、

直接電話で医師や看護師に相談することができる。 

【自治体名など】  

 静岡県小山町・東京都中央区 

整

理 
今後、検討してまいります。 

 

No.２  

意 

見 

・  
提 

案 

【取組み名】  

 ベビーシッター助成 

【事業概要】  

未就学児 1 人につき、36h/年度でベビーシッターを利用できる。およそ月 3 時間

の想定。この時間を利用し、親は通院などの用事を済ませたり、病後などでまだ登

園に不安のあるタイミングで利用できる。 

【自治体名など】  

 東京都 ベビーシッター利用支援事業 

https://www.fukushi.metro.tokyo.lg.jp/kodomo/hoiku/bs/bsitijiazukari 

整

理 
今後、検討してまいります。 

資料２ 
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No.３ 

意 

見 

・  
提 

案 

【取組み名】  

 緊急保育 

【事業概要】  

 家族の急な入院などの際に最長 2 か月兄弟を預けられる。 

これがあれば介護などで急に未就学児を預けることになっても安心して預けられ

る。 

【自治体名など】 

 目黒区 

https://www.city.meguro.tokyo.jp/hoiku/kosodatekyouiku/kosodate/ichijiho

iku.html 

世田谷区 

https://www.city.setagaya.lg.jp/02243/1537.html 

整

理 

 大磯町では緊急保育を実施している施設はありませんが、サンキッズ大磯や幼保

連携型認定こども園サンキッズ国府において、一時保育事業を実施し、非在園児の

保育の利用が可能となっています。 

 

基本目標３（安心してこどもを産み・育てられる環境づくり） 

 

No.１ 

意 

見 

・  
提 

案 

【取組み名】  

 病児保育の拡充 

【事業概要】  

 病気の回復期にある子供を預かる。 

現状では利用のハードルが高い。 

・前日までに小児科に掛かった上で予約（子供の体調不良は前日夜などに起きる。

月曜は土曜までに予約しないといけない。） 

・隣町まで含め 1 か所 3 名までしかないので、一人でも重篤な病後児が預けられ

た場合は、感染が怖くて預けられない。 

【自治体名など】  

 東京都世田谷区（当日も空いていれば予約可） 

https://www.city.setagaya.lg.jp/documents/1547/goriyounonagare.pdf 

整

理 
 今後、検討してまいります。 
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No.２ 

意 

見 

・  
提 

案 

【取組み名】  

元気な愛知の市町村づくり補助金（チャレンジ枠） 

【事業概要】  

保育園の園庭に日よけネットを整備した。 

【自治体名など】  

愛知県東海市 

整

理 

公立幼稚園・保育園の園庭の一部に日よけネットを整備しています。 

町内私立園への導入ついては、今後、検討してまいります。 

 

No.３ 

意 

見 

・  
提 

案 

【取組み名】  

 内定の最低点公開、毎月の空き状況公開 

【事業概要】  

 事業ではないですが、保育園の申し込みに当たり内定が出た最低点が公開されて

いないため、選考の不透明さや見通しの立たなさにつながる。また年度途中での各園

の空き状況の公開もされていない。 

引っ越しを決めた時点で大磯町で内定が出るか不透明だったため、認可外への申

し込み、平塚市への申し込みなども並行してしていた。 

【自治体名など】  

 東京都目黒区 内定最低点の公開 

https://www.city.meguro.tokyo.jp/hoiku/kosodatekyouiku/hoikuennado

/r0204nyuusyoriyoutyousei.html 

東京都世田谷区 毎月の保育園の空き状況 

https://www.city.setagaya.lg.jp/01044/5465.html 

 

整

理 

 大磯町では、空き定員がある場合でも、職員配置などの受入体制によっては、必ず

しも保育所等が児童の受入を行うとは限りません。そのため、空き状況を公開するこ

とで、申請者に実際の受入が可能であると、誤った期待を与えてしまうことを懸念

し、定期公開は実施していません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



4 
 

No.４ 

意 

見 

・  
提 

案 

【取組み名】  

 ICT・デジタル活用 

【事業概要】  

ICT を活用した補助金申請や保育所等施設入所申請などの保護者の利便性向上を

図る。 

【自治体名など】  

 

整

理 

デジタルを活用した手続きは、児童手当、こども医療証、放課後子ども教室の利

用申請・ボランティア募集など、デジタル化しています。 

保育所等の施設入所申請については、今後、検討してまいります。 

 

基本目標４（こども・若者の育ちを社会全体で支える地域づくり） 

 

No.１  

意 

見 

・  
提 

案 

【取組み名】  

 こどもの居場所運営事業費補助制度 

【事業概要】  

 「こどもの居場所」や「こども食堂」の立上げや運営に自治体も関り、補助金を

交付する。 

【自治体名など】  

 秦野市 

整

理 

 令和８年度からこどもの居場所づくりを行う団体に対して「大磯町こどもの居場

所づくり支援事業補助金」の交付を行っています。 

 こどもの居場所については、「こども・子育て支援ポータルサイト（おおいそ こ

ども わくわくナビ）」で、所在地をマップ上で確認ができます。 

 ※【資料１】こども・子育て応援アクションプログラムの実施状況について   

（P７参照） 

 

No.２ 

意 

見 

・  
提 

案 

【取組み名】  

 幼児電動自転車購入費助成金 

【事業概要】  

電動自転車購入費の補助 

【自治体名など】  

 厚木、綾瀬 

整

理 
今後、検討してまいります。 
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No.３  

意 

見 

・  
提 

案 

【取組み名】  

 不登校のこども居場所作り 

【事業概要】  

「ほっとスペース道草」と名付けられたこの取り組み。茅ケ崎駅南口から徒歩５

分のビルの１室（茅ヶ崎市東海岸北１の４の 62ＮＴＴ東日本茅ヶ崎ビル）を利用し、

スタートした。訪れた子どもたちは、本を読んだり卓球やけん玉、ボードゲームが

できるなど自由に過ごせる。今後は近隣にある図書館や美術館、海岸への散策や市

北部の里山への遠足なども計画しているという。 

【自治体名など】  

 元中学校教諭や保護者らによる団体が中心となって進めている。 

整

理 

 不登校のこどもの居場所については、町内でこどもの居場所づくりを運営してい

る一部団体が実施しています。 

 こどもの居場所については、「こども・子育て支援ポータルサイト（おおいそ こ

ども わくわくナビ）」で、所在地をマップ上で確認ができます。 

 

No.４ 

意 

見 

・  
提 

案 

【取組み名】  

 二宮町紹介サイト「にのみや Life」 

【事業概要】  

町の子育て情報を前面的に出している。また、実際の移住者家族に町の魅力を語

ってもらう「二宮町へ移住してきた方の声」というページがあり、具体的に暮らし

のイメージを持ちやすい。暮らしの価値を政策と一緒に発信している。 

【自治体名など】  

 二宮町 

整

理 

「こども・子育て支援ポータルサイト（おおいそ こども わくわくナビ）」では、

子育て情報やイベント情報等を発信しています。 

また、新たに地域の「伝えたい」と「知りたい」を結ぶ、大磯町準公式サイトとし

て「町の魅力を発信！シティプロモーション特設サイト（おおいそ はぶ）」が、開

設しました。 

今後、町で開設しているサイト等を活用して、暮らしのイメージが持てるような

情報発信について、検討してまいります。 
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No.５ 

意 

見 

・  
提 

案 

【取組み名】  

 「こどもの居場所ポータルサイト」 

【事業概要】  

小田原市で 2026 年 4 月に開設されたサイト。市内のこども食堂、学習支援、体験

活動、見守り、フードパントリー等をひとつのサイトにまとめて掲載。また、小学

生全員に「こどもの居場所マップ」を配布。こどもから親→地域住民→多世代交流

→地域への愛着という流れをつくっている。子どもの居場所を地域資源として支援

している。 

【自治体名など】  

 小田原市 

整

理 

こども・子育て支援ポータルサイト（おおいそ こども わくわくナビ）にて、こ

どもの居場所及び子ども食堂の所在地をマップ上で確認ができます。 

 

 


